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中心となる道路および活動範囲

TOUHOKU

活動目的

山形県置賜地域と新潟県下越地域を結ぶ重要な街道であった「越後米沢街道」を文化的・歴史的な地域振興資源として保存・整備し、
さらなる活用を図り協働のまちづくりに貢献する。

国道113号 越後米沢街道を中心とした山形県
川西町から新潟県関川村周辺

名称：越後米沢街道・十三峠交流会
（代表者：井上 俊雄）

【道路管理者以外の組織】
NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊、手ノ子地区

協議会、黒沢峠敷石道保存会、玉川地域振興協議
会、小松地区地域づくり協議会、全国森林インスト
ラクター会、小国町観光協会、飯豊少年自然の家、
関川村自然環境管理公社、小国町、飯豊町、川西
町、関川村、山形県（置賜総合支庁）

【道路管理者】
国土交通省山形河川国道事務所、国土交通省羽

越河川国道事務所、国土交通省新潟国道事務所
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TOUHOKU

地域資源 活動内容

今後のスケジュール

▲黒沢峠敷石道
「越後街道」十三峠のひとつであ
り、敷石が長い間土に埋もれて
いたが、昭和55年に黒沢集落の
人びとによって保存会が結成さ
れ、覆土を除去し、往時の姿に
整備する活動が始まった。

越後米沢街道･十三峠 NO.２

事業内容 H２０ H２１ H２２ H２３ H２４

街道整備

地域内交流事業

フォトコンテスト

東北街道交流事業

パンフレット作成

▲赤芝峡
秋の紅葉の名所。磐梯朝日国立
公園に属する荒川峡のなかで、
最も紅葉が美しいとされる峡谷。
遊歩道が整備されている。

▲ｳｫｰｷﾝｸﾞイベント
H20年6月に「ツーデーウォーキ
ング」を開催。５０名余の参加者
が、イザベラ・バードが歩いたい
にしえの峠道を歩いた。

■自然資源
赤芝峡、玉川渓谷、片洞門

■歴史資源
越後米沢街道、イザベラの道

■体験交流資源
健康の森横根（朴ノ木峠）

■施設・情報資源
道の駅いいで 道の駅白い森おぐに

• 街道整備（保全・調査復元活動） （H20～H24）
• 地域内交流（ウォーキングイベント・峠まつり等） （H20～H24）
• 東北街道交流事業 （H21～H24）
• フォトコンテスト （H21～H22）
• パンフレット作成 （H22～H23）

▲峠の復元活動
H20年7月に通算3回目となる萱
野峠の「敷石惚れ掘れ探検隊」
を開催。50名余の参加者が敷
石の掘り起こし作業を行った。

明治11年には、イギリスの
女性紀行家イザベラ・バード
が訪れ、その時の黒沢峠周
辺の村の風景や生活の様
子が「日本奥地紀行」に記さ
れている。
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